
Course number 　G-LAS11 80004 LJ79　

 Course title
 (and course
 title in
 English)

応用生命科学IV
Applied Life Sciences IV

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 Graduate School of Agriculture
 Professor,SAKAI YASUYOSHI
 Research Institute for Sustainable Humanosphere
 Professor,YAZAKI KAZUFUMI

 

　Group Interdisciplinary Graduate Courses　Field(Classification)  Natural Sciences

 Language of
 instruction  Japanese 　Old group   

  Hours  15

  Eligible students For science students  Target year Graduate students

　Number of credits  1

  Year/semesters
 2024・
 Intensive, First 
semester 

 Days and
 periods

Intensive
 13:00-16:45 on June 
22, 13:00-19:45 on 
June 29 and 13:00-18:
00 on July 6

  Class style Lecture
 (Face-to-face course)

（Students of Graduate School of Agriculture cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
主に微生物・植物を対象に、応用生命科学の共通基盤としての分子細胞生物学・生化学の視点から、
微生物と植物の相互作用を原点にして生み出されてきた生命現象の基礎と応用科学・技術について
紹介するとともに、新しい潮流と今後の展望について解説・俯瞰する。 
 
【研究科横断型教育の概要・目的】 
生命科学の基礎と応用について、I から VI の学問領域に分け、それぞれの広汎な専門知識を、化学
をベースにして平易に理解しやすく解説し、どの領域からでもライフサイエンスを統合的に把握で
き、応用や実用につなげていく力を身につける。

 [Course objectives]
・微生物・植物間の相互作用が生み出してきた発酵食品、特にビールの起源と生産方法について、
分子細胞生物学・生化学の視点から理解する。 
・細胞内構造のダイナミクスについて分子レベルで理解する。 
・ビールの原料植物を特徴づける代謝産物を題材に、その生合成酵素と細胞内局在性を紹介し、
代謝生化学並びに組織科学の観点から細胞レベルでの物質生産を理解する。

 [Course schedule and contents)]
１）植物-微生物の相互作用が生み出してきた現象の科学と研究の新しい潮流（阪井・矢崎） 
a) ワイン・日本酒・ビールなどの発酵飲料は、食材としての植物と微生物による発酵の相互作用を
その起源とする。歴史上、どのようにして、その科学的解明を通じ、サイエンス・テクノロジーが
生み出されてきたのか、植物・微生物の両サイドから解説する。例えば、生化学の起源としての発
酵現象・ビールとホップの科学など。 

b) 植物二次代謝化合物の液胞集積機構（矢崎） 
植物の液胞は、植物種特異的にアントシアニン、タンニン、アルカロイド等、様々な二次代謝産物
を蓄積する能力がある。こうした有機化合物の膜輸送と集積には、液胞内外の pH 勾配や膜ポテン
シャル、液胞内のカウンターイオン等、様々な要因が複雑に関与している。その輸送と集積を制御
する分子機構を解説し、併せて二次代謝産物の組織間長距離輸送の機構を講述する。 
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２）オルガネラのダイナミクス（阪井）  
植物も、酵母も、共に真核生物としてオルガネラを持つ。例えば、高等植物の液胞には、多様な２
次代謝産物や蛋白質を蓄積するための機能があり、一方真核微生物の液胞は蛋白質分解が主な役割
で、植物病原性の発現などにおいても重要な役割をもつ。また、オルガネラは単独に機能している
のではなく、代謝産物（中間体を含む）の輸送や蛋白質の分泌などにおいて、複数のオルガネラが
相互作用しながらその機能を果たしている。真核微生物と植物で、その機能を比較しながら、その
共通性・特異性と、有用物質生産など、応用生命科学領域における重要性について解説する。 

３）月曜日 ３限～５限 ３日間で実施する    
最終日 ５限をフィードバック期間として教室または研究室内に待機し学生から直接受けた質問に回
答する。

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
出席状況およびレポートにより成績をつける。 
評価基準及び達成度については、当該年度農学研究科学修要覧記載の［評価基準及び達成度］ によ
る。

 [Textbooks]
Not used

 [Study outside of class (preparation and review)]
配布される教材等を用いて、さらに文献調査など加えて、復習することが望ましい

 [Other information (office hours, etc.)]
 


